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1 まえがき
リフレクトアレーは，素子によって入射波の位相を回

転し，所望の方向で散乱波が同相になるように設計され
たアレー構造である [1]．これまでは平面型のリフレク
トアレーが盛んに研究されてきたが，ブロードサイド方
向からビーム方向が離れるにしたがって利得が減少する
ことが知られており，水平方向へのビーム走査は困難で
あった [2]．本研究では，線状ダイポール素子を用い，水
平方向のビーム走査を可能としたエンドファイアリフレ
クトアレーを提案し，その有効性を数値的に明らかにし
たので報告する．

2 アレーファクタを用いた設計法
図 1のような直線配列アレーでは，ある方向 θでの素

子電界が同相になる条件は以下のように表される [3]．

dx =
2π

k0(1 + sin θ)
=

λ

1 + sin θ
(1)

ここで dxは素子間隔，k0 は自由空間中の波数，λは波
長である．(1)式より，適切な素子間隔を与えることで
特定の方向に主ビームを向けられることがわかる．

3 数値シミュレーション
ビーム走査方向と素子間隔の間の (1)式で示す関係が

成り立つことを明らかにするために，半波長ダイポール
素子を間隔 dxで 10素子並べた１次元エンドファイアリ
フレクトアレーの数値シミュレーションを行った．励振
源は入射角 θin = 90 deg.の平面波とし，素子間隔 dxを
0.6λから 1λまで変化させた．
バイスタティックレーダー散乱断面積 (BRCS)の数値

シミュレーション結果を図 2に示す．素子間隔 dx に対
して主ビーム方向が変化していることがわかる．素子間
隔と主ビーム方向は (1)式を満たしており，素子間隔を
変えることでエンドファイアリフレクトアレーのビーム
走査が可能であることがわかる．

4 まとめ
本報告では，エンドファイアリフレクトアレーを提案

し，その有効性を数値的に明らかにした．
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図 1 線状素子からなるエンドファイアリフレクトアレー
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図 2 BRCSパターン
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